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肌と環境に優しい日焼け止めを作る 
2631 深谷遥 2623 鈩くれあ 2514 小池和葉  2533 松井千紗 

 

日焼け止めには肌に有害な物質が含まれており、肌が弱い人は使えない。また、自然界への流失によ

り、環境に負荷がかかることが知られている。肌にも環境にも優しい日焼け止めを作りたいと考え、こ

の実験を始めた。日焼け止め効果がある植物は何かを調べること、植物色素を用いて日焼け止めを作る

ことを目的に実験を行った。ブルーベリー、ホウレンソウ、ニンジンから植物色素を抽出し、分光セン

サを使い、それぞれの吸光度を調べた。その中でもブルーベリーの色素が一番紫外線を吸収しているこ

とが分かった。今後は、乳化ワックスにアントシアニンを加え、作成した日焼け止めを用い、塗布によ

る効果を色の変化によって判断する。 
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１．目的 

日焼け止めに入っている紫外線吸収剤は肌の

表面で化学反応を起こし、炎症を起こす可能性が

あるため、肌が弱い人は使うことが出来ない。ま

た、自然界への流出により、サンゴの白化現象の

ような環境破壊を引き起こすことが知られてい

る。それを知り、肌にも環境にも優しい日焼け止

めを作りたいと考えこの実験を始めた。日焼け止

め効果がある植物は何か調べ、化学物質の代わり

に植物由来の色素を用いて肌に優しい日焼け止

めの作成を目指し、この研究を進めていく。 

２．実験１ 

①仮説 

ホウレンソウ(Spinacia oleracea)、ブルーベリー

(Vaccinium)、ニンジン(Daucus carota L)に日焼

け止め効果がある。なぜなら、ホウレンソウに含

まれるクロロフィル、ブルーベリーに含まれるア

ントシアニン₂₎、ニンジンに含まれるカロテノイ

ドには紫外線が吸収する効果がある₃₎と考えら

れるため。 

②使用した器具 

ホウレンソウ 10g、ニンジン 10g、ブルーベリー 

10g、エタノール 80％ 50mL、精製水 50mL、 

乳鉢、乳棒、試験管、フィルター、200mビーカー、 

ワイヤレス分光センサ(島津理化 PS-2600) 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ワイヤレス分光センサ 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 セル 

③手順 

・ホウレンソウ、ニンジン 

1.各試料 10g（ホウレンソウ、ニンジン）を細か

くし、乳鉢に入れる。 

2.乳棒で押さえつけるようにすりつぶす。 

3.すりつぶしたらエタノール 50gを加えさらにす

りつぶしていく。 

4.ビーカーの上にコーヒーフィルターを置き 3の

液をろ過する。 

5.ろ過した液をセルに入れる。 

6.ワイヤレス分光センサで吸光度を調べる。 
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・ブルーベリー 

アントシアニンは水溶性のため、ブルーベリー

のみ精製水を用いて抽出を行った。 

1.ブルーベリー10gを精製水 50mlに入れ、一週間

放置する。 

2．ビーカーの上にコーヒーフィルターを置き 1の

液をろ過する。 

3.ろ過した液をセルに入れる。 

4.ワイヤレス分光センサで吸光度を調べる。 

④結果  

 

図 3 ホウレンソウのクロロフィルの吸光度 

 

図 4 ブルーベリーのアントシアニンの吸光度 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ニンジンのカロテノイドの吸光度 

 

 

図 6 結果の比較 

図 3～5より（紫外線の波長は 400nm以下。） 

クロロフィル 

397.0nmのとき 最大吸光度 1.643 

アントシアン 

395.9nmのとき 最大吸光度 2.692 

カロテノイド 

394.6nmのとき 最大吸光度 0.907 

⑤考察 

結果から、クロロフィル、アントシアニン、カ

ロテノイドは紫外線を吸収すると考えられる。ま

た、図 6よりブルーベリーが一番紫外線を吸収し

たことから、色素を入れて日焼け止めを作る際、

アントシアニンを使えば一番高い効果を得られ

ると考えられる。 

３．実験２ 

①仮説 

人工物の色素でも植物性の色素と同じ効果が

得られる。 

②使用した器具 

紫色の水性絵の具 0.05g、緑色の水性絵の具 

0.05g、赤色の水性絵の具 0.05g、精製水 20mL、ワ

イヤレス分光センサ(島津理化 PS-2600) 

③実験方法 

1.絵の具 0.05gをはかりではかる。 

2.水 40mLをビーカーに入れる。 

3.1を 2に入れ溶けるまでガラス棒で混ぜる。 

4.3をワイヤレス分光センサに入れる。 

5.吸光度を調べる。 

※紫のみ水 40mLで結果が出なかったため 50mLで

実験を行った。 
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④結果

 

図 7 緑の色水の吸光度 

 

 

図 8  紫の色水の吸光度 

 

 

     図 9 赤の色水の吸光度 

 

 

図 10 結果の比較 

図 7～9より、 

緑 395.4nmのとき 最大吸光度 2.581 

紫 394.6nmのとき 最大吸光度 3.028 

赤 394.6nmのとき 最大吸光度 1.375 

⑤考察 

結果より紫が一番 397.5nm(紫外線の波長)の光

を吸収したので、紫が一番紫外線を吸収すると

考えられる。 

図 10 より、植物色素で実験を行ったときと同

じように紫、緑、赤の順番に光を吸収する量が多

かったことから、人工物の色素と植物性の色素で

は同じような吸光度に関して効果が得られると

考えられる。 

４．展望 

日焼け止めクリームの実用化に向けて実際に

紫外線量を紫外線強度計を用いて計測し、その値

をもとに抽出した色素を日焼け止めに入れ、吸光

度を測る。その際、植物オイル、乳化ワックスＣ、

水を用いてベースとなるクリームを作り、それを

使用する。 
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